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道
函
館
市
）
と
共
同
研
究
契

約
を
締
結
。
同
セ
ン
タ
ー
の

技
術
者
や
設
備
な
ど
を
利
用

し
、
同
社
独
自
の
接
合
・
焼

結
技
術
「
Ｐ
―
Ｂ
ａ
ｓ
（
ピ

ー
バ
ス
）」
を
活
用
し
た
新

た
な
合
金
の
開
発
を
目
指

す
。

　

「
Ｐ
―
Ｂ
ａ

ｓ
」
は
、
特
殊
な

専
用
設
備
で
複
数

の
部
品
や
素
材
を

加
圧
・
加
熱
し
て

一
体
化
す
る
同
社

独
自
の
技
術
。
接

合
と
焼
結
に
応
用

す
る
こ
と
が
で

き
、
す
で
に
接
合

は
実
用
化
。
従
来

金
属
３
Ｄ
プ
リ
ン

タ
で
製
作
し
て
い

た
複
雑
形
状
の
冷

却
水
管
を
持
つ
金

型
部
品
や
設
備
部
品
を
分

割
、
接
合
す
る
こ
と
で
、
機

械
加
工
で
の
製
作
を
可
能
に

し
た
。
金
属
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ

に
比
べ
、
材
質
の
選
択
肢
が

多
く
、
強
度
が
高
い
点
や
、

水
管
内
部
に
錆
止
め
処
理
が

で
き
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
と
い
う
。

　

一
方
、
金
型
用
粉
末
合
金

に
は
焼
結
を
活
用
す
る
。
道

工
技
セ
ン
タ
ー
が
持
つ
合
金

開
発
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
技
術

者
、
様
々
な
設
備
を
利
用

し
、「
ま
ず
は
合
金
設
計
や

作
り
方
な
ど
を
学
び
、
ノ
ウ

ハ
ウ
を
身
に
付
け
て
い
く
」

（
新
技
術
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
石
倉
英
昭
氏
）。
既
存

の
材
種
で
は
網
羅
で
き
て
い

な
い
性
能
や
分
野
の
新
素
材

を
開
発
し
て
い
く
考
え
。

　

特
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
用
金

型
に
使
用
さ
れ
る
素
材
は
用

途
に
よ
っ
て
様
々
な
性
能
が

複
合
的
に
求
め
ら
れ
る
た

め
、
既
存
の
材
種
で
は
顧
客

の
要
求
を
満
た
せ
な
い
と
い

う
課
題
が
あ
っ
た
。「
現
状

の
材
種
に
課
題
を
感
じ
て
い

る
顧
客
に
対
し
て
新
し
い
素

材
を
提
供
し
、
ニ
ッ
チ
分
野

の
ニ
ー
ズ
を
開
拓
し
て
い
き

た
い
」（
石
倉
氏
）。

　

来
年
初
旬
に
は
専
用
設
備

を
導
入
し
、
社
内
で
も
「
Ｐ

―
Ｂ
ａ
ｓ
」
に
よ
る
部
品
や

合
金
の
製
作
が
可
能
な
体
制

を
構
築
す
る
。
金
型
用
粉
末

合
金
は
２
０
２
４
年
ご
ろ
の

市
場
投
入
を
目
指
す
。

　

パ
ン
チ
工
業
（
東
京
都
品

川
区
、
０
３
・
６
８
９
３
・

８
０
０
７
）
が
、
金
型
用
粉

末
合
金
の
開
発
に
取
り
組
み

始
め
た
。
今
年
６
月
、
北
海

道
立
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー

（
道
工
技
セ
ン
タ
ー
、
北
海

金
型
用
粉
末
合
金
を
開
発
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